
第１章　プロジェクト ○　プロジェクト編
　①６本の柱 　①６本の柱

　　・いのちとマグネットの視点 　　・ねらい

　　・プロジェクト 　　・いのちとマグネットの視点

　　・プロジェクト

　②27本のプロジェクト 　　・神奈川モデル

　　・ねらい 　②27本のプロジェクト

　　・数値目標 　　・ねらい

　　・構成事業 　　・構成事業

　③プロジェクトをとりまく状況

第２章　主要施策

　①主要施策（政策分野別）

　②主要施策（地域別） ○　主要施策・計画推進編
・主要施策

　①主要施策（政策分野別）

　②主要施策（地域別）

　③PJと主要施策の関係

・計画推進

　①計画の進行管理と数値目標

　②プロジェクト事業費

　③主な個別計画・指針

新たな計画書構成イメージ（案）

Ⅱ　実施計画編 Ⅱ　実施計画

Ⅰ　基本構想編 Ⅰ　基本構想

【素案】 【案】

●　「神奈川モデル」を明確にしてほしい
　
　

●　どうしてこのプロジェクトが選ばれたのか理由を示してほしい
　
　

資料１－１

主な意見と対応方向

 柱ごとに、神奈川モデルの例をコラムで示す

  プロジェクトの「柱」ごとに、文章で「ねらい」を 追加

　 して記述

●　プロジェクトの課題認識の基礎となるデータを示すべき
　
　   基礎的なデータをプロジェクトの「柱」ごとに示す

  プロジェクトごとに、箇条書きの「ねらい」に加えて
　 文章を追加し、プロジェクトの趣旨をていねいに記述

●　プロジェクトと主要施策の関係がわかるようにしてほしい
　
　   プロジェクトと主要施策の関係を示した一覧表を追加

●　数値目標と県の取組みとの関連性が見えない
●　数値目標で一つの構成事業の成果しか表されていない
●　プロジェクトごとの目標値の設定の考え方にばらつきがある
●　プロジェクトの進捗が確認できるような数値目標を設定すべき
　
　   一つの数値目標を示すのではなく、複数の数値目標を設定

○  案の作成にあたって、計画推進の項目を追加
○ ３年間に取り組む、県の重点的な
   取組みを浮かび上がらせるため、
   実施計画編を分冊とした

  すべての数値目標について、その選定の理由を文章で明示

  計画の進行管理において、数値目標をプロジェクトの評価
    に用いて政策の見直しにつなげていくことを明確化

○ 数値目標の位置づけを高めた結果、数値目標
　 のスペースが広がり、県の重点的な取組みが
　 見えづらくなったため、数値目標を政策の見
　 直しに活用する趣旨を明確にしたうえで計画
　 推進の項目にまとめて示すこととした
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